
 
 

エキサイトよこはま２２における横浜駅西口駅前広場整備について  

 横浜駅西口駅前広場の整備について６月から７月にかけて市民意見募集を行いました。

その結果報告と、市民意見を反映させた整備計画の方向性について報告します。 

 

１ 市民意見募集結果について（詳細は参考資料をご覧ください。） 

(1) 実施概要 

  ア 実施期間 

    平成 29年６月 12日から７月 12日まで 

  イ 実施方法 

   ○ パンフレットの駅頭配布・駅周辺施設等への配架（2,000部） 

   ○ 市ホームページでの電子申請 

 

(2) 意見募集結果概要 

「横浜の玄関口として人に優しい駅前空間をつくる」という整備方針に対する意見

としては、多くの方々の賛同を得られました。現状の問題点としては「狭くて歩きづ

らい」という回答が最も多く、駅前広場に必要なものとしては、「屋根」という回答が

最も多い結果となりました。また、整備後の西口駅前広場をどのように使いたいかと

いう設問については、「歩きやすい空間」という回答に加えて「待ち合わせ」や「買い

物時の休憩」に使いたいという御意見が多く寄せられました。その他、電車からバス

など、公共交通機関の乗り換えにあたって情報が不足していて分かりにくいという御

意見も頂いています。 

 

２ 整備の方向性について 

こうした結果を受けて、横浜駅西口駅前広場の整備計画として、次の点を主眼としま

す。 

(1) 歩きやすい歩行空間の整備 

   極力歩行者空間を拡充することにより多くの利用者にとって安全に歩行できる空間

整備を目指します。 

(2) 歩行空間と待合等の空間の分離 

  歩行空間と待合等の空間を機能的に分離して、駅前広場を利用する全ての人々の利

便性向上を図ります。 

(3) 案内サイン等の充実 

 バスの乗り換えや街の案内等、ハード整備だけでなくソフト整備についても周辺事

業者と連携して取り組みます。 
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(4) 屋根の設置 

  意見募集の中で、駅前広場に必要なものとして最も要望が多かった屋根については、

タクシーへの乗換や待合場所等への設置を検討しており、夏季の日差しを遮り、雨天

時にも快適な駅前広場を目指していきます。 

 

３ 今後の進め方 

意見募集の結果を踏まえて、整備計画の深度化を図り、今年度中には整備計画を公表

する予定です。その計画に基づき来年度は詳細設計と準備工事に着手し、平成 32年夏ま

でには完成させる予定です。 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 平成 32年度 
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③主要な歩行者動線を

確保し、歩きやすい空

間を整備します。 
②タクシーへの乗換

や待合せ場所等に屋

根を設置します。 

⑦歩行者空間を確保

した上で、河川を眺

められる空間を整備

します。 

⑧鶴屋橋は「エキサイト

よこはま２２」の先駆け

として、９月 29 日に全面

開通となります。 

（仮称）横浜駅西口開発ビル 
（平成 32 年開業予定） 

⑥地下・地上・

デッキを繋ぐ

昇降施設を整

備します。 

タクシー乗り場 

アトリウム 

 ⑤歩行者空間を拡

充します。 

②タクシーへの乗換

や待合せ場所等に屋

根を設置します。 

④タクシーへの乗換

や待合せ場所等に屋

根を設置します。 

①地下街接続（馬の背解消）により 
東西方向の動線を地下に確保します。 ②横浜駅西口開発ビルの完成により 

南北の動線を２F～３F（デッキ）レベルで確保

します。 
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横浜市西口駅前広場再整備に係る市民意見募集 結果 
 

１ 市民意見募集の概要 
(1)  期間 

平成 29 年６月 12 日から平成 29 年７月 12 日まで 
(2)  意見等聴取方法 

ア 計画概要を記載したパンフレットを配布及び配架し、パンフレット付属ハガキで意見聴

取を行った。 
イ 当課のホームページ内でパンフレットを公表するとともに、電子申請にてホームページ

内で意見聴取を行った。 
 

２ 意見募集集計結果 
(1) 回答数 

以下に、回答数を示す。男性が 59%、女性が 41%で男性の回答数が多い。また、男性の

方が、電子申請を使用する傾向がみられた。 

 
(2) 男女別年齢構成 

以下に、回答の男女別年齢構成を示す。40 歳代、50 歳代の男性と 30 歳代女性の回答が

多い傾向がある。 

 
 
 
 

男性 女性 不明 計

ハガキ 48 44 2 94
電子申請 76 42 0 118
計 124 86 2 212
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80歳以上

女性 男性
[人] 
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(3) 横浜駅の利用目的 
以下に、横浜駅の利用目的を示す。買い物利用が 79%で最も多く、通勤・通学利用が 43%

であった。通勤・通学利用の 76%が通勤・通学以外の用途でも横浜駅を利用すると回答した。 

 
 
(4) 整備方針について 

以下に、「横浜の玄関口として人に優しい駅前空間をつくる」という整備方針についての

意見を示す。良いが 92%、どちらともいえないが５%、悪いが３%であった。「誰にとって、

何をもって優しいのか分からない。定義が曖昧である」「人通りが多いため余計なスペース

はいらない」などの理由より悪いという意見があった。 

 

 
  

43%

79%

29%

22%

0 50 100 150 200

通勤・通学

買い物利用

レジャー・観光

その他

横浜駅の利用目的（複数回答可）

良い
92%

どちらともいえ

ない

5%

悪い

3%

「横浜の玄関口として人に優しい駅前空間をつくる」

という整備方針について

[人] 
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(5) 西口駅前広場の問題だと感じる点 
以下に、西口駅前広場の問題だと感じる点を示す。狭くて歩きづらいという回答が 73%

と最も多く、バス停が行きづらい、行き先が分かりにくいという回答が 48%、どこに何があ

るかわかりづらいという回答が 45%という結果であった。 
狭くて歩きづらい、待ち合わせをする場所がない等の回答が多いことから、歩行者と待ち

合わせの利用者を分ける必要がある。どこに何があるかわかりづらい、バス停が行きづらい、

行き先が分かりにくいという回答も多いため情報提供の方法や内容について検討する必要

がある。 

 
以下にその他の回答を示す。 
 
歩行導線が分かりくい、ごちゃごちゃしているなど歩きにくいことに対

する回答 
25 件 

駅前広場の空間にゆとりがないことや玄関口の整備に対する回答 17 件 
バリアフリーの整備が不十分なことに対する回答 12 件 
工事に対する回答 ８件 
喫煙所、喫煙者に対する回答 ３件 
トイレに対する回答 ３件 
施設がないことに対する回答 ３件 
休憩スペースがないことに対する回答 ２件 
その他 ５件 

 
選択肢での回答とその他の回答共に、歩きにくいことを問題だと感じている利用者が多い

ことが分かった。また駅前空間が狭く歩きにくいことやゆとりがないことも問題視されてい

る。  

73%

45%

28%

13%

48%

0 50 100 150 200

狭くて歩きづらい

どこに何があるのかわかりづらい

待ち合わせをする場所がない

にぎわいが感じられない

バス停が行きづらい、バスの行き先が

分かりにくい

西口駅前広場の問題だと感じる点(複数回答可)

[人] 
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(6) 西口駅前広場にあるとよいもの 
以下に、西口駅前広場にあるとよいものを示す。屋根という回答が 60%と最も多く、次い

でベンチが 51%、案内マップが 50%、植栽が 46%という結果であり、駅前広場で待ち合わ

せや休憩などのスペースが求められていることが分かる。また案内マップ、公共交通機関等

の情報があるとよいという声が多いため、分かりやすい情報提供の検討が必要である。 

 
 

  以下にその他の回答を示す。 
 

待ち合わせ時の目印になる

モニュメントやアート 
13 件 動く歩道 １件 

過ごしやすい空間 ７件 時計 １件 
トイレ ６件 広い歩道 １件 
日差しを遮る屋根 ４件 バス待合所 １件 
分かりやすい案内 ４件 英語案内 １件 
警備員 ２件 ミストファン １件 
緑 ２件 赤ちゃん休憩所 １件 
災害時の避難誘導 ２件 オープンカフェ １件 
Wifi 整備 ２件 ペデストリアンデッキ １件 
パブリックビューイング １件 バスロケーションシステム １件 
スクリーン １件 

 
 

 
 
 
 
 
 

51%

50%

27%

60%

46%

22%

28%

20%

0 50 100 150 200

ベンチ

案内マップ

観光情報

屋根

植栽

周辺店舗の情報

公共交通機関等の情報

イベント情報

西口駅前広場にあるとよいもの(複数回答可)

[人] 



別紙-5 
 

(7) 西口駅前広場をどのように使いたいか 
以下に、西口駅前広場をどのように使いたいかを示す。歩きやすい空間という回答が 81%

と最も多く、次いで待ち合わせが 52%、買い物時の休憩が 46%という結果であり、歩きや

すい空間の整備が求められている。また、オープンカフェが 36%、イベント空間が 31%と

いう回答が得られた。駅前広場での待ち合わせ場所や休憩などのスペース等を整備し利用空

間を分けることで、歩きやすい空間整備を行うことも今度検討が必要である。 

 

以下にその他の回答を示す。 
 
過ごしやすいなどフリースペースとしての空間活用に関する回答 17 件 
イベント利用に関する回答 ５件 
天候に左右されない空間 ３件 
駅前広場を通過する歩きやすさに対する回答 ２件 
鉄道やバス利用時の歩きやすさに対する回答 ２件 
バリアフリー対する回答 ２件 
災害時に対する回答 ２件 
自然や涼しさに対する回答 ２件 
空が感じられる空間 １件 
分煙化 １件 
施設の開業時期を早めてほしい １件 

 
  

81%

36%

52%

31%

46%

0 50 100 150 200

歩きやすい空間

オープンカフェ

待合せ

イベント

買い物時等の休憩

西口駅前広場をどのように使いたいか(複数回答可)

[人] 
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３ 通勤・通学を含む回答と通勤・通学以外の回答の差 
(1) 回答数 

以下に、回答数を示す。男性は通勤・通学を含む回答と含まない回答に差はなかったが、

女性は 35%が通勤・通学を含む利用で 65%が通勤・通学以外の利用であった。 

 
(2) 整備方針について 

以下に、「横浜の玄関口として人に優しい駅前空間をつくる」という整備方針についての

意見を示す。どちらの結果も変わらない結果であった。 
 
「横浜の玄関口として人に優しい駅前空間をつくる」という整備方針について 

 
 

  

男性 女性 不明 計

通勤・通学を含む 62 30 0 92
通勤・通学を含まない 62 56 2 120
計 124 86 2 212

良い
91%

どちらともい

えない

5%

悪い

4%

（用途：通勤・通学を含む）

良い
91%

どちらともいえ

ない

5%

悪い

4%

（用途：通勤・通学以外）
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84%

46%

32%

16%

46%

0 20 40 60 80 100 120

狭くて歩きづらい

どこに何があるのかわかりづらい

待ち合わせをする場所がない

にぎわいが感じられない

バス停が行きづらい、バスの行き先が

分かりにくい

用途：通勤・通学を含む

64%

44%

25%

11%

50%

0 20 40 60 80 100 120

狭くて歩きづらい

どこに何があるのかわかりづらい

待ち合わせをする場所がない

にぎわいが感じられない

バス停が行きづらい、バスの行き先が

分かりにくい

用途：通勤・通学以外

58%
51%

28%
59%

47%
15%

29%
22%

0 20 40 60 80 100 120

ベンチ

案内マップ

観光情報

屋根

植栽

周辺店舗の情報

公共交通機関等の情報

イベント情報

用途：通勤・通学を含む

46%
49%

27%
62%

46%
28%
28%

18%

0 20 40 60 80 100 120

ベンチ

案内マップ

観光情報

屋根

植栽

周辺店舗の情報

公共交通機関等の情報

イベント情報

用途：通勤・通学以外

(3) 西口駅前広場の問題だと感じる点 
以下に、西口駅前広場の問題だと感じる点を示す。どちらの用途も狭くて歩きづらいとい

う回答が最も多く、バス停が行きづらい、行き先が分かりにくい、どこに何があるかわかり

づらいという回答が次いで多い結果となった。 
通勤・通学を含む利用者の方が、狭くて歩きづらい、待ち合わせをする場所がないと感じ

ており、通勤・通学以外の利用者の方がバス停が行きづらい、バスの行き先が分かりにくい

と感じている。 
西口駅前広場の問題だと感じる点（複数回答） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 西口駅前広場にあるとよいもの 
以下に、西口駅前広場にあるとよいものを示す。通勤・通学利用者では屋根とベンチが

59%、案内マップ 51%であるとよいという結果であった。通勤・通学以外の利用者も屋根が

62%で最も多く、次いで案内マップ、ベンチ、植栽があるという結果であった。 
 

西口駅前広場にあるとよいもの（複数回答） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

[人] [人] 

[人] [人] 
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86%

42%

52%

33%

50%

0 20 40 60 80 100 120

歩きやすい空間

オープンカフェ

待合せ

イベント

買い物時等の休憩

用途：通勤・通学を含む

78%

31%

53%

30%

43%

0 20 40 60 80 100 120

歩きやすい空間

オープンカフェ

待合せ

イベント

買い物時等の休憩

用途：通勤・通学以外

(5) 西口駅前広場をどのように使いたいか 
以下に、西口駅前広場をどのように使いたいかを示す。どちらの用途も歩きやすい空間と

いう回答が最も多く、次いで待ち合わせ、買い物時の休憩という結果であり、歩きやすい空

間の整備が求められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

[人] [人] 
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